








〔目的〕 

 尿蛋白は,糖尿病性腎症の診断上,最も重要な所見である。近年,試験紙法により尿蛋白陰

性 の 患 者 に お い て , 微 量 ア ル ブ ミ ン ,N-acetyl-B-D-glucosaminidase(NAG), β －

microglobulin(β2MG)などの尿微量蛋白量が,比較的早期に有意に増加することが,報告さ

れている。しかし,これらの尿微量蛋白の検索により,糖尿病性腎症の早期診断が可能であ

るか否かは,必ずしも明確ではなく,その診断価値には不明の点が多い。 

 われわれは,近位尿細管機能障害をきたす代表的疾患であるFanconi症候群4例において,

尿中クエン酸排泄量の有意の増加を認めた。尿中クエン酸排泄量の増加が,近位尿細管機能

障害の指標になり得るという仮定のもとに,尿蛋白陰性の若年型糖尿病(IDDM)患児の尿中

クエン酸排泄量を測定し,その腎症早期診断の有用性について検討を行った。 


